






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































of Balto-Scandinavian Studies in Japan
』　
T
he	A
ssociation	for	Balto-Scandinavian	Studies	
（
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
）
一
九
九
五
年　
六
月	
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
時
代
」『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
研
究
』
一
三
号　
日
本
ア
ン
デ
ル
セ
ン
協
会　
一
九
九
七
年　
二
月	
「
南
ス
リ
ー
ス
ヴ
ィ
問
題
と
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
国
境
観
の
対
立
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
二
輯
二
〇
〇
一
年　
二
月	
「
オ
ー
ラ
・
リ
ー
マ
ン
と
ヴ
ィ
ゴ
・
ヘ
ー
ロ
プ
―
―
一
九
世
紀
デ
ン
マ
ー
ク
史
に
対
す
る
世
代
論
的
理
解
の
実
践
の
一
例
―
―
」『ID
U
N
』
一
四
号　
間
瀬
英
夫
教
授
退
官
記
念
号　
大
阪
外
国
語
大
学
　
　
同	
「D
algas	og	søn	:	D
anske	helte	i	Japan
」『Balto-Scandia
』V
ol.14
（
二
〇
〇
四
年　
七
月
）
に
て
再
録
（
初
出
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
コ
リ
ン
グ
フ
ー
ス
博
物
館W
eb-site
掲
載
）
二
〇
〇
二
年　
三
月	
「
ゾ
ル
フ
書
翰
の
謎
（
上
）」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
七
輯
村
井
誠
人
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
三
七
二
〇
〇
三
年　
二
月	
「Region	Sønderjylland/Slesvig
考
―
―
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国
境
―
―
」『ID
U
N
』
一
五
号　
菅
原
邦
城
教
授
還
暦
記
念
号　
　
　
同　
　
　
三
月	
「
ゾ
ル
フ
書
翰
の
謎
（
下
）」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
八
輯　
二
〇
〇
五
年　
三
月	
「
北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
の
輝
き
」
を
実
態
と
し
て
」『
愛
・
地
球
博	
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業　
特
別
展　
北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
の
輝
き
』
安
城
市
歴
史
博
物
館
二
〇
〇
六
年　
二
月	
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
安
城
に
見
る
我
が
国
の
海
外
文
化
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
一
輯
　
　
同　
　
　
五
月	
｢
国
境
地
帯
に
生
き
る
人
々
―
―
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
国
境
地
域
事
情
―
―｣
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
こ
と
ば
と
文
化
』
早
稲
田
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所　
成
文
堂
二
〇
〇
七
年　
一
月	
｢
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
え
ば
ア
ン
デ
ル
セ
ン｣
『
北
欧
世
界
の
こ
と
ば
と
文
化
』
早
稲
田
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所　
成
文
堂
　
　
同　
　
　
　
	
「H
istoriker	i	politik:	Fornyede	overvejelse	over	D
r.	Solfs	brev	af	den	14.	novem
ber	1918
」『H
istorisk 
T
idsskrift
』Bd.	106,	H
æ
fte	1.　
D
en	danske	historiske	Forening	（
デ
ン
マ
ー
ク
歴
史
学
協
会
）
　
　
同　
　
　
八
月	
｢
変
わ
り
ゆ
く
デ
ン
マ
ー
ク
社
会
を
傍
観
す
る
―
―
一
九
六
八
年
が
意
味
す
る
も
の
―
―｣　
『
北
欧
史
研
究
』
二
四
号
二
〇
一
一
年　
二
月	
「
外
に
失
い
し
も
の
を
、
内
に
て
取
り
戻
さ
ん
」
考
―
―
我
が
国
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
紹
介
の
常
套
句
が
固
定
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
―
―
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
六
輯
　
　
同　
　
　
六
月	
「T
he	V
icissitudes	of	the	W
ell-know
n	Phrase	
“Hvad	udad	tabes,	skal	indad	vindes
”	in	Japan	:	
Consideration	of	a	Stereotyped	Phrase	Still	in	U
se	in	Japan
」『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
  E
xtra E
dition
』
　
T
he	A
ssociation	for	Balto-Scandinavian	Studies	（
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
）
二
〇
一
四
年　
二
月	
「
外
国
事
情
に
関
心
を
持
と
う
―
―
例
と
し
て
「
デ
ン
マ
ー
ク
事
情
の
一
断
片
」
―
―
」　
『
多
元
文
化
』
三
号　
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
史
観
第
一
七
八
冊
一
三
八
　
　
同　
　
　
七
月	
「
北
欧
の
一
体
性
と
多
様
性
―
―
フ
ェ
ー
ロ
ー
諸
島
で
考
え
た
こ
と
―
―
」　
山
本
健
兒
・
平
川
一
臣
（
編
）『
朝
倉
世
界
地
理
講
座　
―
大
地
と
人
間
の
物
語
―　
中
央
・
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』　
朝
倉
書
店
二
〇
一
五
年　
三
月	
「
彼
我
を
視
野
に
据
え
て
の
「
ダ
ル
ガ
ス
神
話
」
成
立
の
再
考
」『ID
U
N
　
―
北
欧
研
究
―
』
二
一
号　
清
水
育
男
教
授
退
官
記
念
号　
大
阪
大
学
雑
文
（
北
欧
史
関
連
中
心
、
書
評
含
む
）
一
九
七
〇
年　
八
月	
「From
	D
enm
ark	w
ith	Love
―
―
デ
ン
マ
ー
ク
便
り
―
―
」『
旅
と
俳
句
』（
随
筆
、
一
四
回
連
載　
～
一
九
七
一
年
九
月
）
一
九
七
一
年　
三
月	
「
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
国
境
地
域
の
帰
属
を
め
ぐ
る
政
治
地
理
学
的
考
察
―
―
西
洋
史
的
観
点
を
包
含
し
て
―
―
」『
新
地
理
』
一
九
巻
一
号　
（
卒
論
要
旨
）
日
本
地
理
教
育
学
会
・
全
国
地
理
学
専
攻
学
生
卒
業
論
文
発
表
大
会
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
語
及
び
ド
イ
ツ
語
住
民
の
地
域
的
分
布
の
変
遷
」『
政
治
地
理
』
四
集　
発
表
要
旨　
日
本
政
治
地
理
学
会
（
於
：
竹
早
教
員
養
成
所
）
一
九
七
三
年　
三
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
“
一
八
四
八
年
の
精
神
”
の
史
的
考
察
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
九
輯　
（
修
士
論
文
要
旨
概
要
）
一
九
七
五
年　
三
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
国
境
成
立
に
つ
い
て
」『
歴
史
地
理
学
会
会
報
』
七
八
号
（
報
告
要
旨
）
歴
史
地
理
学
会
一
九
七
七
年
一
〇
月	
「
ヴ
ィ
ー
キ
ン
グ
時
代
と
デ
ン
マ
ー
ク
」『
北
欧
』
一
七
号　
北
欧
文
化
通
信
社
　
　
同　
　
一
一
月	
「
ス
リ
ー
ス
ヴ
ィ
問
題
」
と
デ
ン
マ
ー
ク
―
―
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
問
題
に
関
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
対
応
―
―
」『
西
洋
史
学
』
一
〇
六
号　
（
部
会
別
自
由
論
題
報
告
第
三
部
会
・
発
表
要
旨
）
日
本
西
洋
史
学
会
第
二
七
回
大
会
記
（
於
：
東
北
大
学
）
一
九
七
九
年　
六
月	
「
北
欧
史
」
研
究
と
私
」『
早
稲
田
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
三
四
一
号
（「
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
」）
　
　
同　
　
　
九
月	
「
北
欧
史
研
究
に
や
っ
と
仲
間
が
」『
朝
日
新
聞
』「
研
究
ノ
ー
ト
」
村
井
誠
人
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
三
九
　
　
同　
　
　
秋	
「A
	Study	on	the	Relationship	betw
een	Ethnical	Problem
s	and	Boundaries	
―
―	Cases	of	Slesvig	
（Sønderjylland
）
―
―
」	『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
』N
O
.1　
（
発
表
要
旨
）
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
　
　
同　
　
　
	
「Georg	Brandes	and	N
.	F.	S.	Grundtvig
」『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
』N
O
.1　
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
（
発
表
要
旨
）
一
九
八
一
年　
春	
「T
he	Provisional	Bank	N
otes	in	Slesvig	in	1920
」『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
』N
O
.	2　
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
（
発
表
要
旨
）
　
　
同　
　
　
　
	
「Georg	Brandes	and	his	D
ays	in	D
enm
ark
」『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
』N
O
.	2　
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会	（
発
表
要
旨
）						
一
九
八
二
年　
三
月	
「
一
九
世
紀
デ
ン
マ
ー
ク
思
想
家
の
東
欧
観
―
―
ゲ
オ
ー
グ=
ブ
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
―
―
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
東
と
西
』（
研
究
代
表
者
山
本
俊
朗
）
昭
和
五
四
～
五
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
　
　
同　
　
　
四
月	
「
は
じ
め
に
」『
北
欧
史
研
究
』
一
号
（
以
降
、
当
該
個
所
を
第
四
号
（
一
九
八
五
年
）
以
外
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
執
筆
を
続
け
る
。）
現
在
、
三
四
号
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
ま
で
発
行
。
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
一
九
八
三
年　
五
月	
「
熊
野
聰
著
『
北
の
農
民
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
』」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
毎
日
新
聞
社　
（
書
評
）
一
九
八
四
年　
春	
「T
he	Political	Scandinavianism
	in	D
enm
ark	and	N
orw
ay
」『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
』N
O
.	3　
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
（
発
表
要
旨
）
　
　
同　
　
　
	
「T
he	Reconsideration	of	H
.	C.	A
ndersenʼs	W
orks	in	Japan
」『BA
LT
O
-SCA
N
D
IA
』N
O
.	3　
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
（w
ith	N
obuko	Saito
）（
発
表
要
旨
）		
　
　
同　
　
一
一
月	
｢
デ
ン
マ
ー
ク｣
等
多
数
（
項
目
執
筆
）　
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
　
　
同　
　
　
	
｢
デ
ン
マ
ー
ク｣
等
多
数
（
項
目
執
筆
）　
『
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
　
　
同　
　
　
	
	「
ヴ
ィ
ー
キ
ン
グ
研
究
の
現
況
」（
九
月
例
会
）『
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
紀
要
』
二
九
号
（
報
告
要
旨
）
史
観
第
一
七
八
冊
一
四
〇
一
九
八
五
年　
一
月	
「（
指
導
用
補
助
資
料
）
北
欧
の
植
民
活
動
」「
世
界
史
シ
リ
ー
ズ
」N
o.155　
『
世
界
史
の
し
お
り
』
八
五
／
三
五
号　
付
録
図
版　
帝
国
書
院
　
　
同　
　
一
一
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
と
加
藤
完
治
―
―
ニ
ヒ
ル
な
文
化
交
流
に
出
会
っ
て
―
―
」『
新
鐘
』
三
四
号　
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
エ
ア
・
メ
ー
ル
」
早
稲
田
大
学
学
生
部
新
鐘
編
集
委
員
会
一
九
八
六
年　
八
月	
「
六
八
年
の
世
代
」
と
の
出
会
い
」『
青
淵
』
四
四
九
号　
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
図
書
館
」『
ふ
み
く
ら
』
九
号　
早
稲
田
大
学
図
書
館
一
九
八
七
年
一
二
月	
「
現
在
の
デ
ン
マ
ー
ク
社
会
を
考
え
る
」『
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報
』
二
〇
号
（
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
の
報
告
要
旨
）
一
九
九
〇
年　
一
月	
「
西
洋
史
専
修
の
現
状
と
将
来
」『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
六
〇
号
　
　
同　
　
　
三
月	
「
世
界
の
こ
と
ば	
六
一	
デ
ン
マ
ー
ク
語
（dansk
）
／
彼
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
語
り
続
け
た
“Han	vedblev	at	tale	
dansk
”」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
月
一
六
日
号
一
九
九
一
年
一
〇
月	
「
世
界
の
こ
と
ば	
六
一	
デ
ン
マ
ー
ク
語
（dansk
）
／
彼
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
語
り
続
け
た
“Han	vedblev	at	tale	
dansk
”」『
世
界
の
こ
と
ば
』（
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
）　
朝
日
選
書	
四
三
六
　
　
同　
　
　
一
月	
「
石
原
俊
時
著
『
市
民
社
会
と
労
働
者
文
化　
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
の
社
会
的
起
源
―
』」『
社
会
経
済
史
学
』
六
四
巻
五
号　
社
会
経
済
史
学
会
（
書
評
）
　
　
同　
　
　
九
月	
「
映
像
に
見
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
の
断
片
」『
季
刊
ダ
ン
マ
ー
ク
』
一
三
・
一
四
合
併
号　
ビ
ネ
バ
ル
出
版
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
時
代
』
と
今
」「
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
③
」『
地
理
の
研
究
』
一
三
一
号
（『
地
理
と
歴
史
』）
山
川
出
版
社
一
九
九
二
年　
七
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
／
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」（
項
目
執
筆
）『
国
際
情
報
大
事
典　
PA
SPO
』
学
習
研
究
社
　
　
同　
　
　
八
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
“
正
直
な
”
選
択
―
―
欧
州
連
合
を
揺
さ
ぶ
っ
た
小
国
の
『
ノ
ー
』
―
―
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
八
月
一
一
日
号　
毎
日
新
聞
社　
村
井
誠
人
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
四
一
　
　
同　
　
	
「
世
界
の
英
雄
一
〇
〇
人
／
デ
ン
マ
ー
ク
：
自
由
化
時
代
の
超
ア
イ
ド
ル　
オ
ー
ラ
・
リ
ー
マ
ン
（
一
八
一
〇
～
一
八
七
〇
）」『
歴
史
読
本
ワ
ー
ル
ド
』
一
五
号　
新
人
物
往
来
社
一
九
九
五
年　
八
月	
「
世
界
の
言
語　
43　
デ
ン
マ
ー
ク
語
／
壮
麗
で
も
、
溌
剌
で
も
、
堅
牢
で
も
、
優
美
で
も
な
く
…
…
」『
波
』
通
算
三
〇
八
号　
新
潮
社
一
九
九
五
年　
九
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
」
な
ど
『
世
界
民
族
問
題
事
典
』（
監
修	
梅
棹
忠
夫
・
編
集　
松
原
正
毅
（
代
表
）
（
項
目
選
定
委
員
・
項
目
選
定
協
力
者
と
し
て
参
加
・
執
筆
）
一
九
九
六
年　
三
月	
「
近
代
北
欧
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
に
お
け
る
“
差
別
と
迫
害
”」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
差
別
と
迫
害
』（
研
究
代
表
者
小
林
雅
夫
）
平
成
四
～
七
年
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書　
　
　
同　
　
	
「
西
ド
イ
ツ
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
」・「
デ
ン
マ
ー
ク
の
ド
イ
ツ
人
」・「
フ
リ
ス
ラ
ン
ト
人
」（
項
目
翻
訳
）『
世
界
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
事
典
』
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
事
典
翻
訳
委
員
会　
明
石
書
店
　
　
同　
　
　
五
月	
「
現
実
の
「
北
欧
」
を
求
め
て
」『
波
』
通
算
三
一
七
号　
新
潮
社
　
　
同　
　
　
六
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
」『
平
凡
社
エ
リ
ア	
ア
ト
ラ
ス　
地
図
で
知
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
平
凡
社
一
九
九
八
年　
一
月	
「
北
欧
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」『
世
界
遺
産
を
旅
す
る
』
五　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
　
　
同　
　
	
項
目
「
グ
ル
ン
ト
ウ
ィ
ー
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
二
巻　
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
編
纂
委
員
会
（
上
智
学
院
）　
研
究
社
二
〇
〇
二
年　
一
月	
「
レ
ジ
ス
・
ボ
ワ
イ
エ
著
、
熊
野
聰
監
修
、
持
田
智
子
訳
『
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
暮
ら
し
と
文
化
』」『
山
形
新
聞
』・『
神
奈
川
新
聞
』・『
デ
ー
リ
ー
東
北
』・『
琉
球
新
報
』（
時
事
通
信
社
配
信
）（
書
評
）
　
　
同　
三
月	
「
北
欧
に
お
け
る
分
化
と
統
合
―
―
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
境
地
帯
を
事
例
と
し
て
―
―
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
分
化
と
統
合
の
契
機
』（
研
究
代
表
者　
前
田
徹
）
平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
二
〇
〇
三
年　
三
月	
報
告
要
旨｢
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
対
ド
イ
ツ
意
識
・
対
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
意
識｣
『
史
観
』
一
四
八
冊　
（
二
〇
〇
二
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
空
間
に
お
け
る｢
隣
り｣
の
関
係
を
問
う
」）	
史
観
第
一
七
八
冊
一
四
二
　
　
同　
　
　
七
月	
「
特
別
講
演　
北
欧
に
お
け
る
分
化
と
統
合
」『
北
欧
楽
会
』
報
告
集
（
二
〇
〇
二
年
三
月
～
二
〇
〇
三
年
三
月
）
北
欧
楽
会
二
〇
〇
四
年
一
二
月	
「
王
家
の
断
章　
世
界
一
開
か
れ
た
王
室
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
」『Excellent	D
EN
M
A
RK
	LO
V
IN
G
』
一
号　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
大
使
館
　
　
同　
　
	
「
囲
み
板
の
隙
間
か
ら
」
入
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
「
解
放
区
」
『
早
稲
田
に
聞
け
！
シ
リ
ー
ズ
七　
福
祉
』（『
新
鐘
』
七
一
号
二
〇
〇
五
年　
一
月	
「
な
ぜ
こ
こ
に
街
は
つ
く
ら
れ
た
か
／
大
地
を
削
る
氷
河
と
海
を
渡
る
風
が
生
ん
だ
風
土
」・「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
都
市
物
語
／
市
民
が
勝
ち
取
っ
た
「
お
と
ぎ
の
国
」
の
平
和
」・「
解
放
区
」
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ニ
ア
／
デ
ン
マ
ー
ク
社
会
の
寛
容
と
自
由
の
試
金
石
」『
週
刊
朝
日
百
科	
世
界
一
〇
〇
都
市　
	
こ
こ
に
行
き
た
い	
北
欧　
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ほ
か
』
六
〇
号　
朝
日
新
聞
社
　
　
同　
　
一
一
月	
「（
教
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　
一
七
一　
と
っ
て
お
き
の
話
）
国
旗
。
そ
は
我
が
心
の
表
出
！
」『
早
稲
田
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
　
　
同　
　
一
二
月	
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
・
安
城
で
思
っ
た
こ
と
」『
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報
』
四
〇
号
（
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
の
報
告
要
旨
）　
二
〇
〇
六
年　
三
月	
「
北
欧
の
言
語
と
文
化
を
学
ぼ
う
―
―
知
ら
れ
ざ
る
北
欧
世
界
へ
の
誘
い
―
―
」『
北
欧
世
界
の
言
語
と
文
化
を
学
ぶ
』
第
五
回
公
開
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　
早
稲
田
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
編
（
パ
ネ
リ
ス
ト
発
言
（
再
録
）
　
　
同　
　
　
四
月	
「
王
家
の
断
章　
グ
リ
ュ
ク
ス
ボ
ー
王
朝
の
始
ま
り
」『Excellent	D
EN
M
A
RK
		LO
V
IN
G
』
二
号　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
大
使
館
　
　
同　
　
一
二
月	
「
学
習
会
―
―
（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
肖
像
画
問
題
の
周
辺
―
―
」『
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報
』
四
一
号
（
バ
ル
ト
=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
の
報
告
）
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
一
人
と
し
て
（
報
告
要
旨
）
二
〇
〇
七
年　
九
月　
「
変
わ
り
ゆ
く
デ
ン
マ
ー
ク
社
会
を
傍
観
す
る
―
―
一
九
六
八
年
が
意
味
す
る
も
の
―
―
」『
北
欧
楽
会
』
一
〇
号　
報
村
井
誠
人
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
四
三
告
集
（
二
〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
〇
七
年
三
月
）
二
〇
〇
八
年　
三
月	
「
農
業
繁
栄
国
デ
ン
マ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
と
日
本
で
の
需
要
」『
史
観
』
一
五
八
冊　
（
二
〇
〇
七
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
他
者
認
識｣
）	（
報
告
要
旨
）
　
　
同　
　
一
一
月	
「
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
例
会
報
告	
日
本
の
デ
ン
マ
ー
ク
・
安
城
を
考
え
る
」『
宇
宙
樹
』
一
六
七
号　
北
欧
文
化
協
会
　
　
同　
　
一
二
月	
「
我
が
国
に
お
け
る
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
―
―
愛
知
県
安
城
市
（
碧
海
郡
）
の
場
合
―
―
」『
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報
』
四
三
号
（
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
の
報
告
要
旨
）
二
〇
〇
九
年
一
二
月	
「
不
機
嫌
な
時
代
」
／
「
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
抵
抗
運
動
（
ド
イ
ツ
占
領
時
代
の
年
誌　
一
九
四
〇
～
四
五
年
）」
『
誰
が
た
め
（
デ
ン
マ
ー
ク
映
画
）』
劇
場
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　
（
プ
レ
ス
監
修
者
と
し
て
参
画
）　
配
給
：
ア
ル
シ
ネ
テ
ラ
ン
二
〇
一
〇
年　
一
月	
「
北
欧
の
人
々
と
海
」『Consultant
』
二
四
六
号　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
会
誌
　
　
同　
　
　
九
月	
「
心
象
風
景
と
し
て
の
デ
ン
マ
ー
ク
―
―
私
た
ち
が
「
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
も
の
―
―
」『
北
欧
楽
会
』
一
三
号　
報
告
集
二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
〇
年
三
月
）
二
〇
一
一
年　
九
月	
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
惨
劇　
北
欧
諸
国
の
憂
鬱
」『
新
潮
45
』　
新
潮
社
二
〇
一
二
年　
五
月	
「
帰
国
報
告
」『
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報
』
四
七
号
（
バ
ル
ト=
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
例
会
の
報
告
要
旨
）
二
〇
一
三
年　
四
月	
「
ス
ト
ル
ー
エ
ン
セ
の
時
代
―
―
デ
ン
マ
ー
ク
史
上
の
晴
天
の
霹
靂
」『
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
フ
ェ
ア　
愛
と
欲
望
の
王
宮
（
デ
ン
マ
ー
ク
映
画
）』
劇
場
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　
配
給
：
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
・
フ
ィ
ル
ム
二
〇
一
四
年　
二
月　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
室
は
今
！　
―
―
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
肖
像
画
展
（
於
：
ア
メ
ー
リ
ェ
ン
ボ
ー
宮
殿
）
―
―
」
W
A
SED
A
	O
N
LIN
E	（Y
O
M
IU
RI	O
N
LIN
E
）	
読
売
新
聞
　
　
同　
　
　
七
月	
「
外
国
事
情
に
関
心
を
持
と
う
」（
前
掲
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
誌
『
多
元
文
化
』
三
号
内
、
同
名
拙
稿
よ
り
転
載
し
た
も
の
）『
北
欧
楽
会
』
一
七
号　
報
告
集
（
二
〇
一
三
年
四
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
）
当
該
号
の
表
紙
絵
は
、
史
観
第
一
七
八
冊
一
四
四
拙
筆
。
　
　
同　
　
　
八
月	
「
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
見
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
―
―
「
兄
弟
民
族
」
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
に
対
す
る
親
近
感
―
―
」『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
知
る
た
め
の
六
〇
章
』　
明
石
書
店
二
〇
一
六
年　
七
月	
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
修
好
一
五
〇
周
年
（
二
〇
一
七
年
）
を
前
に
し
て
」『
北
欧
楽
会
』
一
九
号　
報
告
集
（
二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
）　
　
二
〇
一
七
年　
二
月	
「
日
本
・
デ
ン
マ
ー
ク　
一
五
〇
年
の
歩
み
か
ら
」『
日
本
＆
デ
ン
マ
ー
ク　
私
た
ち
の
友
情
一
五
〇
年
』　
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
　
　
同　
　
	
「
フ
レ
ザ
レ
チ
ャ
で
の
目
覚
め
」『
日
本
＆
デ
ン
マ
ー
ク　
私
た
ち
の
友
情
一
五
〇
年
』　
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
　
　
同　
　
　
八
月	
「
き
っ
と
、
い
い
日
が
待
っ
て
い
る
」
に
寄
せ
て
―
―
“
若
者
の
蜂
起
”
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
―
」『
き
っ
と
、
い
い
日
が
待
っ
て
い
る
（
デ
ン
マ
ー
ク
映
画
）』
劇
場
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　
配
給
：
彩
プ
ロ
　
　
同　
　
　
九
月	
「
二
〇
一
七
年
六
月
例
会
報
告
：『
日
本
・
デ
ン
マ
ー
ク
外
交
関
係
樹
立
一
五
〇
周
年
』
を
考
え
る
」『
宇
宙
樹
』
二
五
五
号　
北
欧
文
化
協
会
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
我
が
国
の
デ
ン
マ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
」『
平
成
二
九
年
秋
の
特
別
展
／
日
本
・
デ
ン
マ
ー
ク
外
交
関
係
樹
立
一
五
〇
周
年
記
念　
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
―
―
文
書
で
た
ど
る
交
流
の
歴
史
―
―
』
独
立
行
政
法
人	
国
立
公
文
書
館
